
 

                      
 

1 
 

NY マーケットレポート（2013 年 12 月 17 日) 
昨晩の NY 外国為替市場は、米 FOMC の内容発表を控えて様子見ムードが強まっており、

序盤は小動きの展開が続きました。しかし、緩和策の縮小開始が決定される可能性があ

るとの懸念から、一時株価が軟調な動きとなったことを受けて、円を買い戻す動きが強

まる場面もありました。ドル円・クロス円は一時軟調な動きとなりました。しかし、そ

の後は、積極的な売買も手控えられ、狭いレンジ内のもみ合いの展開が続きました。 
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(出所：SBILM) 
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NY 市場レポート 
 
欧州市場 
 

21：05 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

トルコ指標レポレート（政策金利発表） 4.50％（予想 4.50%・前回 4.50%） 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

22：00 
ドル/円 102.98  ユーロ/円 141.57  ユーロ/ドル 1.3750 
 

22：00 
欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比 

英 FT100 6505.43 -16.77 
ダウ INDEX 

FUTURE 
15844 +21 

仏 CAC40 4091.80 -28.08 
S&P500 

FUTURE 
1781.50 +1.20 

独 DAX 9150.20 -13.36 
NASDAQ 
FUTURE 

3472.75 +2.75 

(出所：SBILM) 
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22：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

11 月米消費者物価指数（前月比） 0.0％（予想 0.1%・前回 -0.1%） 

11 月米消費者物価指数[コア] 0.2％（予想 0.1%・前回 0.1%） 

11 月米消費者物価指数（前年比） 1.2％（予想 1.3%・前回 1.0%） 

11 月米消費者物価指数[コア] 1.7％（予想 1.7%・前回 1.7%） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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指標結果データ 

≪消費者物価指数≫ 

            11 月・・10 月・・9 月・・8 月・・7 月・・6 月 

全品目・・・・・・・・・ 0.0・・-0.1・・ 0.2・・・0.1・・0.2・・ 0.5 

除く食品・エネルギー・・ 0.2・・ 0.1・・ 0.1・・・0.1・・0.2・・ 0.2 

エネルギー・・・・・・・-1.0・・-1.7・・-0.3・・・0.2・・3.4・・ 0.4 

食品・飲料・・・・・・・ 0.1・・ 0.1・・ 0.0・・・0.1・・0.2・・ 0.2 

サービス・・・・・・・・ 0.2・・ 0.2・・ 0.3・・・0.1・・0.1・・ 0.2 

居住費・・・・・・・・・ 0.2・・ 0.1・・ 0.3・・・0.1・・0.0・・ 0.2 

 

22：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

・3Q 米経常収支 -948 億 USD（予想 -1005 億 USD・前回 -966 億 USD）前回発表の-989

億 USD から-966 億 USD に修正 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

指標結果データ 

≪経常収支≫ 

             13-7-9・・13-4-6・・13-1-3・・12-10-12・・12-7-9 

経常収支計・・・・・・・・ -948・・・ -969・・・-1049・・・-1023・・・-1067 

財・サービス・・・・・・・-1207・・・-1181・・・ 1226・・・-1274・・・-1290 

所得収支・・・・・・・・・  600・・・・560・・・  509・・・・570・・・  546 

米対外資産・・・・・・・・  743・・・ 1062・・・ 2291・・・ 1160・・・ 2671 

民間部門直接投資・・・・・  958・・・  970・・・  841・・・  954・・・  936 

民間部門間接投資・・・・・  474・・・  794・・・ 1338・・・  730・・・  512 

米対外債務・・・・・・・・ 1482・・・ 1682・・・ 2655・・・ 2424・・・ 3006 

民間部門直接投資・・・・・  442・・・  406・・・  286・・・  423・・・  388 

米国財務省証券・・・・・・ 1127・・・   95・・・   50・・・  158・・・  162 

（億ドル） 
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22：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

10 月カナダ製造業出荷（前月比） 1.0％（予想 -0.3%・前回 0.6%） 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

≪ NY 外国為替市場 序盤 ≫ 

序盤の外国為替市場は、米 FOMC の内容が週半ばに発表されるのを見極めたいとの思惑

から、小幅な値動きが続いている。 

 

23：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 15899.34 +14.77 

ナスダック 4026.59 -2.92 
                                         (出所：SBILM) 
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0：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

12 月米 NAHB 住宅市場指数 58（予想 55・前回 54） 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

指標結果データ 

≪NAHB 住宅市場指数≫ 

       12 月・11 月・10 月・9 月・ 8 月・7 月・6 月・ 5 月 

住宅市場指数・・58・・54・・54・・57・・58・・56・・51・・44 

現状指数・・・・64・・58・・58・・60・・62・・59・・55・・48 

見通し指数・・・62・・60・・61・・64・・68・・67・・60・・52 

顧客動向指数・・44・・41・・43・・46・・46・・45・・40・・33 

 

0：30 

≪ NY 株式市場 序盤≫ 

序盤の株式市場は、米金融政策を決める FOMC の結果を見極めたいとの思惑が強く、方

向感のない展開が続いている。ダウ平均株価は、プラス圏で始まったものの、その後マ

イナス圏に下落したものの、狭いレンジ内のもみ合いの展開が続いている。 

 

≪ 経済指標のポイント ≫ 

（1）11 月の米消費者物価指数は、前月から横ばいとなった。ガソリンを中心としたエ

ネルギー価格が下がり、食品などほかの品目も相対的に落ち着いており、物価全体が前

月水準から変わらなかった。変動が激しいエネルギーと食品を除いたコア指数は前月比

+0.2％にとどまった。前年同月比は、総合指数が+1.2％、コア指数が+1.7％となった。 

 ①品目別では、エネルギーが-1.0％、天然ガスが安くなり、ガソリンも値下がりした

ものの、電力は上昇した。 

 ②食品は+0.1％、パン製品や乳製品が高くなったが、野菜や果物が下がった。 
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（2）7-9 月期の米経常収支は、赤字額が前期比-1.8％の 948.4 億ドルと、2009 年 7-9

月期以来の低水準に縮小した。貿易赤字額はモノの輸入が伸びて増えたが、所得収支の

黒字が世界経済の回復傾向に伴って拡大し、経常赤字全体的にやや圧縮された。経常赤

字の GDP に占める比率は 2.2％だった。 

 ①所得収支の黒字は配当など海外からの投資収入が増え+7.1％、自動車・同部品など

の輸入が伸びて、モノとサービスを合わせた貿易赤字額は+2.2％の 1207 億 3800 万ドル

だった。  

 ②資本収支は、海外から米国への投資は海外投資家の米国債購入が増え、+1481億 5400

万ドル。米国から外国への投資は-742 億 9500 万ドルだった。 

 

（3）NAHB（全米ホームビルダー協会）とウェルズ・ファーゴが発表した住宅市場指数

は、58 と前月の 54 から上昇し 8 月以来の高水準となった。また、現状指数、見通し指

数いずれも前回を上回る結果となった。指数は 50 を下回る住宅建設業者の多くが現況

を「悪い」とみていることを示す。 

 

1：15 

≪ 要人発言 ≫ 

カーニー英中銀総裁 

・「景気回復は利上げが必要な段階にはない」 

カーニー英中銀総裁は、英国経済が利上げに耐えられるほど十分に強くなるためには、

景気回復が持続する必要があるとあらためて強調した。カーニー総裁は「経済のために

継続している異例な水準の景気刺激の調整を検討するのが適切になるまでには、景気回

復はもう少し続く必要がある」とし、「経済が再び成長しているのは歓迎すべきことだ

が、成長回復はまだ、通常への回帰を意味しない」と言明した。 

 

欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 6486.19 -12.82 

仏 CAC40 4068.64 -51.24 

独 DAX 9085.14 -78.44 

ストック欧州 600 指数 311.31 -2.33 

ユーロファースト 300 指数 1248.30 -10.01 

スペイン IBEX35 指数 9343.40 -86.10 

イタリア FTSE MIB 指数 17925.21 -297.21 

南ア アフリカ全株指数 43848.95 +663.22 
(出所：SBILM) 
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≪欧州株式市場≫ 

欧州株式市場は、FOMC で米量的金融緩和の縮小が決まるとの懸念が広がり、主要株価は

売りが優勢となった。  

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

2：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 15857.05（-27.52）、S&P500 1788.68（-7.86） ナスダック 4018.06（-11.46） 

 

≪ NY 債券市場 ・午前≫ 

午前の債券市場は、11 月の米消費者物価指数が市場予想を下回ったことを受けてインフ

レは依然、抑制されているとの見方が広がり、米国債の買いがやや先行した。ただ、米

FOMC の結果を見極めたいとの思惑もあり、値動きは限定的となった。  

午前の利回りは、30 年債が 3.90％（前日 3.90％）、10 年債が 2.87％（2.88％）、7 年

債が 2.33％（2.25％）、5 年債が 1.51％（1.53％）、3 年債が 0.66％（0.67％）、2 年

債が 0.32％（0.33％）。 

 

≪欧州のポイント≫  

①ZEW（欧州経済研究センター）が発表した 12 月の独景況感指数は約 7 年ぶりの高水準

に達した。また、前月比で 5 ヵ月連続の上昇となり、景気回復が引き続き順調であるこ

とが示された。独中銀は、国内経済が向こう数ヵ月で勢いを増すとの見通しを示した。

また、同日発表の指数は、製造業活動が 12 月に 2 年半ぶりのハイペースで拡大したこ

とを示した。 

②英政府統計局が発表した 11 月の消費者物価指数は、前年同月比+2.1％となり、イン

フレ率は 4 年ぶりの低水準となった。英中銀の目標水準である 2％に近付いた。英中銀

は、先月インフレ見通しが改善し、物価上昇率は来年中に目標に達するとの予想を示し

た。賃金は伸び悩んでいるものの、電気とガスの料金引き上げで向こう数ヵ月に物価上

昇圧力がやや強まる可能性はある。インフレ率は、2009 年 12 月以降中銀目標を上回っ

ている。 
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③スウェーデン中中銀は主要政策金利のレポ金利は 0.25 ポイント引き下げ 0.75％とし、

2012 年 12 月以来 1 年ぶりに政策金利を引き下げた。記録的水準にある家計債務よりも

ディスインフレを、経済への脅威と中銀が考えていることがうかがわれる。中銀は声明

で「インフレ率は予想に反して低く、景気回復にもかかわらず今後 1 年の物価上昇圧力

は 10 月時点の予想を大きく下回るとみられる」と説明。「レポ金利が緩やかに上昇し

始めるのは 2015 年初め以降になる見込みだ」としている。 

④トルコ中央銀行は、主要政策金利の 1 週間物レポ金利を 4.50％に据え置いた。また、

上限金利である翌日物貸出金利も 7.75％、下限金利の翌日物借入金利も 3.50％にそれ

ぞれ据え置いた。リラの一段安やインフレ高進を招く恐れのある米金融緩和縮小を懸念

するなか、慎重な政策運営を続ける姿勢を示した。中銀は「インフレリスクを抑えるの

に、現在の政策姿勢で十分と理事会は判断した」とした。その上で、この先インフレ率

の低下が続くものの、コアインフレ指標は当面、目標を上回り続けると見通した。リラ

は記録的な安値水準付近で推移しやすい状況が続く。 

⑤ドイツのメルケル首相は、EU 首脳会議を控えてベルリンの連邦議会議事堂で 3 期目の

就任宣誓を行い、第 3 次メルケル政権が発足した。国内の強い基盤を背景に欧州政策を

推し進める。連立与党は下院 631 議席のうち 504 議席を握り、メルケル首相の政権基盤

は今までで最も強い。この日の下院採決では 462 議員がメルケル氏 を首相に選び、反

対は 150 人、棄権が 9 人だった。メルケル首相はノルベルト・ラマート下院議長の前で、

「ドイツ国民の幸福のために」職務を全うすると宣誓した。 

 

3：00 

≪米財務省 2 年債入札≫  

最高落札利回り・・・・・0.345％（前回 0.300％） 

最低応札利回り・・・・・0.300％（前回 0.250％） 

最高利回り落札比率・・・70.75％（前回 16.64％） 

応札倍率・・・・・・・・ 3.77 倍（前回 3.54 倍） 

 

4：20 

NY 金は、中心限月が前日比 14.30 ドル安の 1 オンス＝1230.10 ドルで取引を終了した。 

 

5：20 

NY 原油は、中心限月が前日比 0.26 ドル安の 1 バレル＝97.22 ドルで取引を終了した。 

 

 

                                                       (出所：SBILM) 

 

 

 

 

 

主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1230.10 -14.30 

NY 原油 97.22 -0.26 
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≪ NY 金市場 ≫ 

ＮＹ金は、米 FOMC で量的緩和の縮小が決まれば、金市場への資金流入が減少するとの

警戒感が強まり、売りが先行した。また、米消費者物価指数が市場予想を下回ったこと

を受けてインフレヘッジの金買いが後退したことも圧迫材料となった。 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

≪ NY 原油市場 ≫ 

ＮＹ原油は、米 FOMC の結果発表を控えて量的緩和縮小への警戒感が強まり、売りが優

勢となった。一方、18 日に発表される米石油統計で原油在庫が減少するとの予想を手掛

かりに、買い戻しが入る場面もあった。 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 15875.26 -9.31 15917.96 15836.45 

S&P500 種 1781.00 -5.54 1786.77 1777.05 

ナスダック 4023.68 -5.84 4034.69 4011.58 
(出所：SBILM) 

 

≪米株式市場≫ 

米株式市場は、米金融政策を決める FOMC の結果を見極めたいとの思惑が強く、序盤は

方向感のないもみ合いの展開が続いた。その後、緩和策の縮小開始が決まるとの懸念か

ら、小動きながら軟調な動きとなったものの、値動きは限定的となった。ダウ平均株価

は、プラス圏で始まったものの、その後マイナス圏に下落する場面もあったが、下げ幅

を縮小する動きとなった。ただ、全般的に小動きの展開が続いた。 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

 NY 終値 NY 高値 NY 安値 

USD/JPY 102.64 103.04 102.51 

EUR/JPY 141.26 141.76 140.98 

GBP/JPY 166.93 167.76 166.59 

AUD/JPY 91.36 91.88 91.22 
NZD/JPY 84.88 85.25 84.56 

EUR/USD 1.3765 1.3775 1.3723 

AUD/USD 0.8901 0.8926 0.8881 
                                                            (出所：SBILM) 
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≪外国為替市場≫ 

外国為替市場は、米 FOMC の内容が週半ばに発表されるのを見極めたいとの思惑から、

小幅な値動きが続いている。ただ、FOMC で米量的金融緩和の縮小が決定されるとの懸念

が広がり、一時株価が下落する動きとなったことから、円を買い戻す動きも見られた。 

 

 
 (出所：ブルームバーグ) 
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